
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 
 

 準備・点検 計画・啓発 実践活動

 ・施設の点検、機能診断 
　（４月、７月、１０月、　　

１月） 
・水路附帯施設の保守管理 
　（８月） 
・異常気象時の対応 
　（異常気象発生後）

・年度活動計画の策定（４月） 
・役員会（４月～３月） 

・水路、農道、法面の草刈り 
（４月、６月、８月、１０月） 
・水路の泥上げ（６月、１月） 
・生物調査（９月） 
・注連縄つくり（１１月） 
・排水路堤防の整備（１月） 
 

二 本 紀 地 区 農 村 保 全 協 議 
【地区概要】 
　・取組面積　５４．８ｈａ 
　　　（田　５４．８ｈａ、畑　０ｈａ） 
　・農業用施設 

開水路　　　１５．３ｋｍ 
農道　　　　　９．６ｋｍ 

　・主な構成員 
　　　　農業者、非農業者、老人会、子ども会、 
　　　　維持管理委員会 
　・事業種目 

農地維持支払 
資源向上支払（共同活動） 

主な取組内容

注連縄づくり講習会 
【共同活動】

生物調査 
【農地維持活動】

水路の泥上げ 
【農地維持活動】

・本地区は、農業者だけでなく植栽や注連縄つくり講習会を通して地域住民と農村保全活

動に取り組んでいます。今年度はコロナ禍の対応の為に活動が滞りましたが本活動を通し

て、地域住民との交流機会が増え、地域コミュニティの活性化につながっています。 


